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神
埼
市
長
　
内
川
　
修
治

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

令
和
５
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
神
埼
市

議
会
を
代
表
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
市
議
会
に
対
し
深
い
ご
理

解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り
深
く
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

ロ
シ
ア
の
侵
略
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
な
ど
国
民
生
活
に
も
不
安
が
生
じ
て

い
ま
す
。
世
界
平
和
と
コ
ロ
ナ
禍
で
の
社

会
経
済
活
動
再
開
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ

う
、
一
日
も
早
い
終
息
を
願
う
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　

地
方
分
権
が
進
み
、「
議
会
の
役
割
と

責
任
」
が
増
し
、
社
会
経
済
の
急
激
な
構

造
変
化
を
背
景
に
、
市
議
会
に
は
「
多
様

化
す
る
民
意
の
市
政
へ
の
反
映
と
集
約
」

が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
４
月
の
議
員
改
選
に
よ
り
、
新
た

な
体
制
に
よ
る
18
人
の
議
員
が
誕
生
し
、

「
市
民
に
寄
り
添
い
、
開
か
れ
た
議
会
を

図
る
」
た
め
、
市
の
意
思
決
定
機
関
と
し

て
、
市
民
に
と
り
ま
し
て
、
実
行
力
と
魅

力
あ
る
議
会
を
つ
く
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
「
城
原
川
ダ
ム
の
生
活
再
建
・
地
域
振

興
」、「
排
水
機
場
の
能
力
向
上
」、「
頻

発
・
激
甚
化
す
る
大
規
模
災
害
等
か
ら
の

防
災
・
減
災
対
策
お
よ
び
復
旧
・
復
興
対

策
」、「
道
路
交
通
網
の
整
備
促
進
」、「
福

祉
・
教
育
」
な
ど
市
政
へ
の
課
題
は
大
き

く
多
岐
に
渡
り
ま
す
。
市
議
会
と
し
て
も

真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
市
議
会
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
市
民
と
双
方
向
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
と
と
も

に
、
行
政
監
視
・
政
策
提
起
能
力
の
強
化
、

社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
す
る
な
ど
議

会
運
営
の
高
度
化
・
効
率
化
を
図
る
取
り

組
み
も
積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
も
よ
り
一

層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と

と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
、
ご

多
幸
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年

頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
は
新
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と

と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
昨
年
４
月
に
神
埼
市
長
に
就
任
し
ま
し

た
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現
に

向
け
て
、
全
力
で
市
政
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
新
年
を
迎
え
て
、
そ
の
責
任
の
重
さ
に

気
持
ち
を
さ
ら
に
引
き
締
め
て
市
政
運
営
に
当
た

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
改
め
て
心
に
期
し
て
お

り
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
決
し

て
穏
や
か
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
長
引
く
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
佐
賀
県
内
で
昨

年
11
月
ま
で
に
17
万
２
千
人
が
感
染
し
ま
し
た
。

私
た
ち
の
日
常
生
活
や
社
会
環
境
に
甚
大
な
影
響

を
お
よ
ぼ
し
、
市
民
・
事
業
者
の
皆
さ
ん
に
は
、

多
く
の
ご
負
担
と
ご
苦
労
を
お
か
け
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
急
速
に
進
む
円

安
に
よ
る
物
価
の
上
昇
は
我
々
の
日
常
生
活
を
は

じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
済
活
動
へ
の
影
響
が
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
１
日
も
早
く
こ
の
事
態
が
終

息
し
、
平
穏
な
生
活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
心
か
ら

願
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
昨
年
、
若
手
職
員
に
よ
る

「
子
育
て
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
立
ち

上
げ
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
、
住
ん
で
み
た
い
ま
ち

づ
く
り
」
を
目
指
し
て
意
見
交
換
を
行
い
、
今
後

は
S
N
S
を
活
用
し
て
、
子
育
て
情
報
発
信
や
定

住
者
増
加
に
向
け
戸
建
て
分
譲
地
の
創
出
等
の
計

画
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
市
内

の
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
て
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
場
や

キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
ア
ウ
ト
ド
ア
事
業
展
開
の
た
め

の「
中
山
間
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」

こ
れ
に
加
え
「
人
口
減
少
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
チ
ー

ム
」
も
発
足
し
ま
し
た
。「
万
機
は
一
誠
に
帰
す
」

こ
れ
は
私
の
大
好
き
な
言
葉
で
す
が
、
何
事
に
も

誠
心
誠
意
を
も
っ
て
、
市
民
が
誇
り
と
笑
顔
あ
ふ

れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
５
年
度
か
ら
は
「
第
2
次
神
埼
市

総
合
計
画 
後
期
基
本
計
画
」
と
し
て
「
幸
せ
つ

な
ご
う
か
ん
ざ
き　

～
み
ん
な
で
支
え
合
い
、
誇

り
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
～
」
を
ま

ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
各
種
施
策
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

　

防
災
対
策
の
関
連
事
業
と
し
て
は
、
本
来
ク

リ
ー
ク
が
持
つ
用
排
水
機
能
と
大
雨
の
水
を
一
時

貯
留
で
き
る
洪
水
調
整
機
能
の
維
持
・
回
復
を
図

る
た
め
、
集
落
内
ク
リ
ー
ク
等
の
整
備
事
業
「
集

落
基
盤
整
備
事
業
」
な
ど
、
新
た
な
事
業
に
向
け

計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
年
１
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
素
晴

ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
ま
た
、
ご
多
幸
を

心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

神
埼
市
議
会

議
長
　
田
原
　
和
幸

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶
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総
務
企
画
部

　

本
年
は
「
第
２
次
神
埼
市
総
合
計
画
」

の
後
期
基
本
計
画
（
令
和
５
年
度
か
ら
令

和
９
年
度
ま
で
）
を
３
月
に
策
定
し
、
引

き
続
き
市
全
体
の
均
衡
あ
る
発
展
と
活
性

化
に
繋
が
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

人
口
減
少
対
策
で
は
、
引
き
続
き
、
若

者
や
新
婚
世
帯
、
子
育
て
世
代
お
よ
び
三

世
代
同
居
を
対
象
と
し
た
定
住
促
進
を
図

り
、
人
口
減
少
の
抑
制
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
が
行
う
自
主
的
な
ま
ち
づ

く
り
の
活
動
に
対
す
る
支
援
な
ど
、
本
市

が
地
域
の
個
性
を
生
か
し
た
魅
力
あ
る
ま

ち
と
な
る
よ
う
、取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

防
災
面
で
は
、
最
近
、
頻
発
す
る
自
然

災
害
か
ら
市
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
た

め
、
最
新
の
防
災
情
報
を
迅
速
か
つ
的
確

に
提
供
で
き
る
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

ま
た
、
消
防
・
水
防
力
の
充
実
強
化
や
交

通
安
全
・
防
犯
対
策
の
広
報
・
啓
発
を
実

施
し
、
安
全
・
安
心
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
で
は
、Ｐ
Ｒ
を
通
じ
て
、

市
の
魅
力
発
信
、
認
知
度
向
上
を
図
る
こ

と
で
、
寄
付
を
促
進
し
、
定
住
・
移
住
・

交
流
・
関
係
人
口
の
増
加
に
努
め
、
地
域

の
活
性
化
に
心
が
け
な
が
ら
、
今
後
も
制

度
の
趣
旨
に
沿
っ
た
運
営
を
行
い
、
財
源

の
確
保
と
地
域
資
源
の
活
用
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
産
・
学
・
官
連
携

に
よ
る
新
た
な
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
開
発
や

北
部
丘
陵
土
砂
採
取
場
跡
地
の
事
業
進
捗

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

財
政
面
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
や
原
油
等
物
価
高
騰
の
影
響
に
よ

る
経
済
動
向
が
不
透
明
な
中
で
も
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く
こ
と
が
無
い
よ

う
、
財
源
を
重
点
的
・
効
果
的
に
活
用
す

る
と
と
も
に
、
市
税
な
ど
の
自
主
財
源
の

安
定
的
な
確
保
を
図
る
た
め
、引
き
続
き
、

適
正
・
公
正
な
賦
課
・
徴
収
に
取
り
組
み
、

健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

　

選
挙
で
は
、
本
年
は
、
佐
賀
県
議
会
議

員
選
挙
の
年
で
す
。
選
挙
啓
発
事
業
を
通

じ
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
関
心
を
高
め
、

養
、
良
好
な
景
観
の
形
成
な
ど
、
多
面
的

な
機
能
が
発
揮
さ
れ
る
よ
う
農
地
、
農
道
、

農
業
用
排
水
路
や
防
災
重
点
農
業
用
た
め

池
の
整
備
を
行
い
、
農
業
経
営
の
安
定
を

図
る
と
と
も
に
、
新
規
就
農
者
の
支
援
・

確
保
に
努
め
農
業
振
興
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
の
豪
雨
災
害
に
対
応
す
る

た
め
、
大
雨
が
予
測
さ
れ
る
場
合
に
農
業

用
基
幹
水
路
の
事
前
排
水
お
よ
び
田
ん
ぼ

ダ
ム
の
取
り
組
み
を
強
化
し
、
洪
水
調
整

機
能
を
図
り
、
被
害
の
軽
減
に
努
め
ま
す
。

　

水
産
部
門
で
は
、
漁
港
施
設
の
整
備
な

ど
に
対
策
を
講
じ
、
漁
業
の
振
興
を
図
り

ま
す
。

　

林
業
部
門
で
は
、
神
埼
市
森
林
整
備
計

画
に
基
づ
き
、
５
か
年
計
画
で
あ
る
森
林

経
営
計
画
に
お
い
て
、
植
林
、
下
刈
、
枝

打
ち
、
間
伐
、
作
業
道
の
整
備
に
取
り
組

み
、
水
源
涵
養
や
土
砂
災
害
防
止
な
ど
多

面
的
機
能
の
持
続
可
能
な
森
林
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

　

商
工
観
光
部
門
で
は
、
地
域
資
源
を
活

か
し
た
新
た
な
魅
力
や
賑
わ
い
の
創
出
と

し
て
、
観
光
Ｐ
Ｒ
、
商
工
業
者
の
販
路
拡

大
等
を
実
施
し
、
ま
た
、
企
業
誘
致
を
推

進
す
る
こ
と
で
雇
用
の
場
と
定
住
促
進
を

図
り
ま
す
。

　

建
設
部
門
で
は
、
既
設
イ
ン
フ
ラ
の
機

能
維
持
や
新
設
、
改
善
の
た
め
計
画
的
に

事
業
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
老
朽
化
し

て
い
る
公
営
住
宅
（
本
堀
団
地
）
の
建
て

替
え
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

内
水
氾
濫
が
頻
発
す
る
中
流
域
治
水
対
策

と
し
て
浸
水
被
害
の
要
因
の
分
析
を
踏
ま

え
て
、
短
期
対
策
の
一
つ
と
し
て
排
水
ポ

ン
プ
車
４
台
を
導
入
し
ま
す
。

　

城
原
川
ダ
ム
建
設
に
つ
い
て
は
、
早
期

の
ダ
ム
事
業
の
進
捗
を
図
る
た
め
、
ダ
ム

水
没
者
等
の
生
活
再
建
に
対
し
、
寄
り
添

い
な
が
ら
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

下
水
道
部
門
で
は
、
公
共
下
水
道
お
よ

び
合
併
浄
化
槽
の
整
備
を
行
い
快
適
な
生

活
環
境
づ
く
り
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

 

今
年
の
抱
負

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
輝
か
し
い

令
和
５
年
の
新
春
を
健
や
か
に
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
か
ら
本
市
の
教
育
行
政

に
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、

心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

世
界
的
に
流
行
し
、
３
年
以
上
が
経

ち
ま
し
た
。
収
束
し
て
き
て
い
る
か

と
思
え
ば
、
再
び
感
染
が
拡
大
し
、

完
全
な
終
息
は
な
か
な
か
難
し
い
と

思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
安
全
・
安
心

を
第
一
に
、
感
染
対
策
を
行
い
、ま

た
、内
容
の
変
更
や
人
数
制
限
等
を

行
い
な
が
ら
、
教
育
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
、
保

護
者
や
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
児
童
・
生
徒
は
、
勉
強

や
ス
ポ
ー
ツ
等
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

神
埼
市
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま

し
て
も
、新
し
い
時
代
に
向
け
て『
Ｉ

Ｃ
Ｔ
利
活
用
教
育
』や『
英
語
教
育
』、

『
国
際
理
解
教
育
』
等
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
特
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

活
用
し
た
授
業
で
は
、
学
習
意
欲
の

向
上
や
学
習
理
解
の
促
進
、
集
中
力

の
向
上
等
の
手
立
て
と
し
て
、
さ
ら

に
今
年
は
、
家
庭
学
習
で
も
活
用
し

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、神
埼
市
は
今
後
も
『
知
（
知

育
）』・『
徳
（
徳
育
）』・『
体
（
体
育
）』

の
調
和
の
取
れ
た
人
間
性
豊
か
な
児

童
・
生
徒
の
育
成
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

　

社
会
教
育
に
お
い
て
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
中
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
再
開
し

て
き
ま
し
た
が
、
何
よ
り
も
市
民
の

皆
さ
ま
が
安
全
・
安
心
に
活
動
で
き

る
場
の
提
供
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
中
央
公
民
館

や
千
代
田
公
民
館
、
脊
振
公
民
館
、

新
し
く
な
っ
た
市
立
図
書
館
や
千
代

田
分
館
・
脊
振
分
館
を
活
発
に
活
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
環
境
整
備

や
、
公
民
館
が
主
催
す
る
講
座
等
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
は
、「
子
ど
も
た
ち

の
未
来
の
た
め
に
」「
市
民
の
皆
さ

ま
の
生
涯
学
習
の
た
め
に
」
本
市
教

育
の
充
実
・
発
展
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
今
年
一
年
の
ご
多
幸
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶

と
致
し
ま
す
。

投
票
率
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
選
挙
が

明
る
く
公
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

市
民
福
祉
部

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
最
も
近
い
窓
口
（
市

役
所
の
顔
）
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
「
あ

い
さ
つ
」
と
「
笑
顔
」
で
、
迅
速
・
正
確

か
つ
丁
寧
な
対
応
を
心
が
け
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
信
頼
さ
れ
る
窓
口
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

窓
口
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
基
盤
と
な

る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
促
進
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

国
保
は
、
引
き
続
き
健
全
か
つ
確
実
に

事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　

健
康
増
進
に
つ
い
て
は
、
健
康
維
持
の

基
本
で
あ
る
健
康
診
査
・
食
育
・
運
動
を

推
進
し
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
努
め
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
と
し
て
は
、
妊
娠
期
か
ら

出
産
・
子
育
て
ま
で
一
貫
し
て
身
近
で
相

談
に
応
じ
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
ぐ
伴
走

型
の
相
談
支
援
の
充
実
と
、
経
済
的
支
援

を
一
体
と
し
て
実
施
し
、
安
心
し
て
出
産
・

子
育
て
が
で
き
る
環
境
整
備
を
図
り
ま
す
。

　

環
境
面
で
は
、
資
源
物
の
収
集
方
式
を

変
更
し
、
循
環
型
社
会
の
形
成
に
向
け
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
適
切
な
環

境
衛
生
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
で
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
、
介
護
予
防
、
集
い
の
場
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
誰
も
が
認
知

症
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
持
て
る
機
会

を
増
や
し
、
助
け
合
い
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
で
は
、
障
が
い
者
の
社

会
促
進
を
支
援
し
、
障
が
い
の
あ
る
人
と

家
族
の
相
談
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

物
価
高
騰
が
続
く
中
、
今
後
も
生
活
の

不
安
を
抱
え
る
人
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
相
談
体
制
を
整
え
、
生
活
に
困
難
を

抱
え
る
人
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

産
業
建
設
部

　

農
政
部
門
で
は
、
農
業
・
農
村
が
有
す

る
国
土
・
自
然
環
境
の
保
全
、
水
源
の
涵

神
埼
市
教
育
委
員
会

教
育
長
　
末
次
　
利
明

新
年
の
ご
挨
拶
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特集

　４月から資源の再資源化を推進するため、資源物の分別・収集方法を細分化し、指定ごみ袋による収集方法から
コンテナおよびネットによる収集方法に変更します。また、資源物は地区収集拠点での収集に変更となります。

　現在、新しいごみ処理施設の建設および整備が進められています。
　これまで、神埼市、吉野ヶ里町および佐賀市の一部（三瀬村、諸富町）の３市町は脊振広域クリーンセンターで
ごみの共同処理をしてきましたが、広域化により、鳥栖市、みやき町、上峰町、吉野ヶ里町、神埼市の５市町での
ごみの共同処理に移行します。これに伴い、資源物の分別区分等について統一する必要があるからです。
　脊振広域クリーンセンターより後に建設された鳥栖・三養基西部リサイクルプラザ（資源物等処理施設）で現在、
共同処理を行う鳥栖市、みやき町、上峰町では、容器包装プラスチックなども資源として分別・収集するなど、資
源物の分別区分を細分化し、コンテナ等によるコンテナ収集に取り組まれています。
　神埼市と吉野ヶ里町もこの分別区分に合わせてコンテナ等による収集方法に変わります。
　限りある資源を再資源化して、循環型社会の形成を推進するためにも、みなさんのご理解とご協力をお願いします。

　コンテナ等収集方法に変更後、現在の資源物３種類のごみ袋（空缶・空ビン、ペッ
トボトル、トレイ）は、不要となります。令和５年３月の最終収集日までに使い切る
ようお願いします。
・ご家庭で余った資源物３種類のごみ袋は、燃えるごみの袋と等価交換を予定してい

ます。交換方法、交換場所、開始時期は決定後にお知らせします。
・余ったごみ袋は地区収集拠点までの運搬に使うなど、他の用途にも利用できますので有効活用をお願いします。

　市民ならどなたでも資源物などを持ち込めるリサイクルセンターを神埼町に１カ所、リサイクルコーナーを千代
田町と脊振町に各１カ所設置予定です。具体的な場所や開設日時は決定後にお知らせします。

資源物の出し方が変わります
◎問い合わせ　生活環境推進課　生活環境係　☎37-0112

 なぜ出し方が変わるの？

 家庭に残った資源物の指定袋の取り扱い

 仕事の都合などで収集日に出せない場合

 ごみ処理施設への直接持ち込み

※燃えるごみの出し方・場所・曜日はこれまでと同じです

①脊振広域クリーンセンター（神埼市）
【令和６年３月まで】

③佐賀県東部環境施設組合 次期リサイクル施設（鳥栖市立石町）　【令和11年４月～】　

②鳥栖・三養基西部リサイクルプラザ（みやき町）
【令和６年４月～令和11年3月】
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前日

収集業者がコンテナ、ネット、
分別パネル等を各地区拠点に配
布します。

収集日の８：30 ～順次

収集車が順次回収します。
空のコンテナとネットもすべて
回収していきます。

収集日の８：30まで

推進員（当番等）でコンテナと
ネットを設置します。
表示看板に従ってごみを分別し
て出します。

分別区分

 地区拠点でのごみ出しの流れ

 

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
は
？

 

次
の
も
の
は
燃
え
る
ご
み
へ

№

分
類
区
分

１
缶類

ア
ル
ミ
缶

コンテナ

２

ス
チ
ー
ル
缶

３

ス
プ
レ
ー
缶

４

［
新
］
食
用
廃
油
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入
れ
る
）

５

有
害
ご
み
（
電
球
・
乾
電
池
・
水
銀
体
温
計
等
）

６
ビン類

一
升
ビ
ン

７

ビ
ー
ル
ビ
ン

８

茶
色
の
ビ
ン

９

無
色
の
ビ
ン

10

そ
の
他
の
色
の
ビ
ン

11

［
新
］
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ネット

12

白
色
ト
レ
イ

13

［
新
］
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

14

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

15
紙類

段
ボ
ー
ル

ひもでくくる

16

新
聞
、
チ
ラ
シ

17

雑
誌
、
雑
紙
類

18

紙
パ
ッ
ク

19

燃
え
な
い
ご
み

袋

20

布
・
古
着

※
地
区
説
明
会
で
は
調
整
中
と
し
て
お
り
ま
し
た

が
、令
和
５
年
度
は
分
別
収
集
い
た
し
ま
せ
ん
。

燃えるごみ

　

中
身
を
使
い
切
っ
た
り
、
商
品
を
取
り
出
し
た
後

に
不
要
に
な
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
容
器
や
袋
の
こ

と
で
、

マ
ー
ク
が
表
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

色
付
き
の
ト
レ
イ
も
こ
れ
に
分
別
し
ま
す
。

〇
製
品
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
そ
の
も
の

（
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
、
ハ
ン
ガ
ー
な
ど
）

〇
商
品
の
付
属
品
（
Ｃ
Ｄ
ケ
ー
ス
、
弁
当
の
ス
プ
ー
ン

な
ど
）

〇
汚
れ
が
取
れ
な
い
も
の
（
チ
ュ
ー
ブ
類
等
）
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